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３．養成カリキュラムの達成状況 
 「新エネルギー利用小型発電システムに関する研究」とのカリキュラム名で、（１）小型風力発電

システム、（２）小型バイオマス発電システム、（３）風力・バイオマスのハイブリッド発電システ

ムの各々について、実験・検討を行った。 
 小型風力発電システムについては、風洞実験・フィールド実験を実施し、小型風力発電システム

としてあるべき姿を仕様の形にまとめることに成功した。達成状況は１００％である。 
 小型バイオマス発電システムについては、実証実験により、様々なバイオマス燃料（木炭・籾殻・

木質チップ等）を用いた場合について、小型バイオマス発電システムの設計仕様をまとめることに

成功した。達成状況は１００％である。 
 さらに、風力・バイオマスのハイブリッド発電システムについては、シミュレーションにより、

小型ハイブリッド発電システムの適正サイズを見出すことができた。達成状況は１００％である。 
 
４． 成果 
（１）小型風力発電システムの研究 
  ①風洞実験・フィールド実験の結果、下記の２小型風力発電システムの仕様を確立した。 
   ・小型風車の出力増強システム 
   ・低風速で高い出力特性を示す小型風力発電システム 
  ②得られた成果を学会発表した。 
   ・査読付き論文 ４件 
   ・発表論文   ４件 
  ③得られた成果を特許出願した。 
   ・２件 
 ④研究の成果を、実際にメーカーと共同で製品化（ソーラー・ピンホイール風車ハイブリッド

発電装置）することに成功した。（現在まで5物件11台が販売された。） 
（２）小型バイオマス発電システム 
  ①ガス化実証実験により、燃料として木質系バイオマス・籾殻・ナッツ殻および乾燥鶏糞を用

いた場合について実験を行い、ガス発生炉の最適形状・条件を確立した。 
 
（３）ハイブリッド発電システムの研究 
  ①風力・バイオマスに太陽光を加えたトリプル・ハイブリッド発電システムについて、（１）、

（２）の実験結果データに基づき、検討を行った。 
   シミュレーションを実施した結果、20kW太陽光・40kW風力・20kWバイオマスのハイブ

リッド発電システムを用いることにより、5000kWh/月の電力を安定して得られることが判

明した。 
  ②この試算結果に基づき、足利工業大学総合研究センター敷地内にトリプル・ハイブリッド発



電システムを建設した。 
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